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１.第6期マスタープラン関連事業 全体図

京部産業大学 マスタープラン

全体図



京部産業大学 マスタープラン

２.これまでのキャンパス整備と今後：(1)第1期から第4期までの整備概要①
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２.これまでのキャンパス整備と今後：(2)第1期から第4期までの整備概要②
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２.これまでのキャンパス整備と今後：(3)第5期と第6期
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３.キャンパスの現状

（2023年8月撮影）

神山球技場

第2課外活動棟

課外活動棟

総合体育館

第3体育館(建設中)

神山ホール

正門・バスプール

天地館
本館

神山天文台

雄飛館

サギタリウス館
(外国語学部・
現代社会学部)

真理館
(法学部・国際関係学部)

12号館 並楽館
(福利厚生棟)

6号館
(大教室棟)

5号館
(経済学部・
経営学部)

11号館
(文化学部)

第4研究室棟

第3研究室棟

第2研究室棟

第1実験室棟

瑞秀庵
(茶室)

16号館
(生命科学部)

第6研究室棟

9号館

4号館

13号館

第2実験室棟

14号館
(情報理工学部)

第5研究室棟

書庫棟中央図書館
15号館
(生命科学部)

万有館
(理学部)

10号館
(情報教育棟)

遠望館



京部産業大学 マスタープラン

４.キャンパスの法規制：(1)用途地域・高度地区の状況
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４.キャンパスの法規制：(2)風致地区等
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昭和60（1985）年 京都市地区計画制定

平成 8（1996）年 神山地区（約8.9ha）地区計画導入

平成12（2000）年 本山地区（約11.8ha）,神山第2地区（約1.7ha）,総合グラウンド地区（約8.2ha）地区計画導入

平成15（2003）年 神山地区第3地区（約5.9ha）地区計画導入

平成20（2008）年 地区計画の変更

京部産業大学 マスタープラン

５.地区計画について：(1)地区計画の範囲

地区計画変遷
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５.地区計画について：(2)地区計画の内容
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６.本山地区の整備計画：(1)整備シミュレーション
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16.神山地区の整備シミュレーション図

京都産業大学 マスタープラン

７.神山地区の整備計画：(1)整備シミュレーション
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外装仕上げ

・屋根(勾配屋根)

仕上材：金属板段葺き 勾配：3.0～4.5/10 色彩：濃灰色(マンセル値：N2.0)
仕上材：アルミルーバー 勾配：3.0～4.5/10 色彩：濃灰色(マンセル値：N2.0)

(角型アルミ押出型材 100×60 @120程度)

・外 壁

仕上材：レンガタイル 色彩：濃灰色(マンセル値：N2～4.5)
RC打放ランダム目地（底目地）含浸塗料仕上

色彩：薄灰色(マンセル値：N6～8)
(※レンガ風タイル，RC打放ランダム目地（底目地）含浸塗料仕上以外の素材を
使用する際は，周囲の外壁，軒天等の素材との調和を考慮）

既存レンガ壁の特徴

①フラット面と粗面の組み合わせ

②濃淡の異なるレンガの組み合わせ

③還元焼成ならではの斑や照り

④ずらして積むことで生まれる凹凸
感と陰影感

既存レンガの風合いを表現す
るために

①②③に関しては，既存レンガを焼
いている窯元でタイルを焼き，焼き
方を追求することで，ほぼ同等のも
のを再現します。④に関しては
t=15，20，25の厚みの違うタイル
を組み合わせることで，厚みのある
陰影感を再現します。

使用するタイルのサイズは，天文台
のレンガサイズ320×65に合わせる
ことで，外観の統一感を出します。

既存レンガ

本館使用タイル
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建物外観デザインについて

マスタープランに沿って建替計画を行う中で，建物のデザインの基本方針を以下に定めます。

建物の外装仕上げや色彩を統一し，周囲の景観やキャンパスの全体イメージに調和・バランスさ
せることでを基本方針とします。

外壁のデザインについては，学内の多くの校舎に使用されているレンガの風合い，質感を表現し
ます。
レンガタイルや，サギタリウス館，天地館等の外壁に使用されているRC打放ランダム目地（底目
地）を用いることで，既存の校舎のような表情を実現する計画とします。

屋根については，切妻屋根に比べ軒先の高さを低くみせる寄棟屋根を基本とし，既存校舎との調
和を図ります。また，素材も同様に既存校舎と同じ金属板段葺屋根とすることで，素材の統一感
を図ります。

屋上室外機について

基本的に室外機は，周囲から見えないよ
うに，屋上部に配置する計画とします。
場合によっては，室外機が外気に対して
有効に吸排気が行えるよう，ルーバー等
を設置する計画とします。

渡り廊下・ブリッジ等の屋根について

渡り廊下・ブリッジ等に屋根を設ける場合は，外観上の存在感を抑えるため，見つけを薄く
する等の工夫を凝らし，また周囲の既存建物との調和を図ります。さらに，場合によっては
ガラス等の素材を用いることによって，棟同士がつながって見えないように配慮します。

外壁：RC打放ランダム目地仕上
（サギタリウス館）

外壁：レンガ(既存15号棟) 外装仕上げの様子 寄棟屋根：金属板段葺き
外壁：レンガ(既存天文台)

(既存14号館俯瞰写真)

８.デザインコードについて

既存レンガの風合い，質感を表現したレンガタイル（本館での検討）

RC打放ランダム目地仕上

ルーバー



弓道場・アーチェリー場・射撃場

９.市原地区（仮称）の整備計画
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計画図 S=1:500（A3)
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10.総合グラウンド地区の整備計画
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11.整備計画のスケジュール
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